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研究成果の概要（和文）：目的：尿道下裂症例の思春期以降の陰茎長と陰茎長に影響を与える因子について検討を行っ
た。対象および方法：１５歳以上で陰茎長を測定した症例を対象とした。思春期以降の陰茎長に影響を与える因子につ
いて検討を行った。
結果：尿道下裂の重症度と、内分泌学的異常が陰茎長に有意に影響を与える因子であった。内分泌異常を認める症例の
陰茎長は認めない症例より有意に短く、高度尿道下裂症例では軽度尿道下裂症例よりも有意に短かった。内分泌異常を
認めない症例においても、高度尿道下裂症例では軽度尿道下裂症例より有意に短い陰茎長を呈していた。結語:内分泌
学的異常と尿道下裂の重症度が思春期以降の陰茎長に影響を与える因子であった。

研究成果の概要（英文）：Objectives: Actual post-pubertal penile size and factors affecting it in 
hypospadias patients were evaluated.Patients and methods: Hypospadias patients whose penile length was 
evaluated at 15 years old or older were enrolled in the present study.
Results: Multivariate analysis showed that the severity of hypospadias and endocrinological abnormality 
were significant factors affectingpost-pubertal penile length. Penile length in 25 patients without 
endocrinological abnormality was significantly longer than that in those with endocrinological 
abnormality. Among patients without endocrinological abnormality, penile length in 13 with severe 
hypospadias was significantly shorter than that in 12 with mild hypospadias.Conclusions: While the 
severity of hypospadias and endocrinological abnormality at post-pubertal evaluation were factors 
affecting post-pubertal penile size, penile length in patients with severe hypospadias was shorter even 
in cases without endocrinological abnormality.

研究分野： 泌尿器科
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１． 研究開始当初の背景 
尿道下裂児の長期的な予後については不

明な点が多い。その理由は、幼少期に根治的
手術が可能であり、良好な短期的手術成績を
達成するほどに患者の長期的なフォローア
ップが困難となるためである。思春期以降の
陰茎の外観に対する認識や性行動、さらには
性分化異常症としての側面から考える妊孕
能などについては、ほとんど明らかにされて
いない。 
 
２．研究の目的 
 これまでの我々の検討から、尿道下裂児に
おける思春期以降の患者による自覚的な問
題点は、陰茎のサイズと報告してきた。しか
しながら、尿道下裂児の思春期以降の陰茎長
に影響を与える因子については、これまで明
らかではなかった。 
我々は、思春期以降に陰茎長を測定した尿道
下裂児を対象に、思春期以降に陰茎長に影響
を与える因子について検討を行った。 
 
３. 研究の方法 
当科で経過観察中の尿道下裂症例のうち、２
００８年４月から２０１５年４月の間に１
５歳以上で伸展陰茎長を測定した症例を対
象とした。外陰の発育が Tanner stage 5 に満
たない症例は除外した。尿道下裂の重症度は
軽度と重度に分類し、思春期における内分泌
学的所見は、高 LH 血症あるいは低テストス
テロン血症を呈する症例を内分泌学的異常
ありとした。思春期以降の陰茎長に影響を与
える因子について検討を行った。統計学的手
法には、重回帰分析および Mann-Whitney U
検定を用いた。 
 
４．研究成果 
対象症例は３０症例となった。患者背景は以
下のとおりである。 

出生時体重 2330g±770g 728-3638 

尿道下裂の重症度 軽度：13例 

高度：17例 

 

初回手術時年齢 2.4±0.9 歳 1.4-6.3 

停留精巣の合併 5例 

（片側 4例・両側 1例） 

 

評価時年齢 17.2±2.8 歳 15.0 - 29.5 

評価時身長 163.9±8.4 歳 149.0-178.5 

伸展陰茎長 111.1±25.1mm 45-155 

内分泌学的異常 あり:5例 なし：25例  

 
単変量解析・多変量解析とも、尿道下裂の程
度および内分泌学的異常が陰茎長が短くな
るリスク因子であった。 

単変量解析 

 Coefficient (95% CI) p-value 

出生時体重 -0.0001 (-0.013, 0.0133) 0.9811 

尿道下裂の重症度 -15.484 (-23.010, -7.958) 0.001>* 

初回手術時年齢 -0.580 (-1.429, 0.269) 0.173 

停留精巣の合併 -5.050 (-17.366, 7.266) 0.405 

評価時年齢 -2.788 (-6.081, 0.504) 0.094 

評価時身長 0.895 (-0.287, 2.078) 0.132 

内分泌学的異常 -13.840 (-25.457, -2.23) 0.021* 

 
多変量解析 

 Coefficient (95% CI) p-value 

尿道下裂の重症度 -13.910 (-21.185, -6.633) 0.001>* 

内分泌学的異常 -13.840 (-25.457, -2.23) 0.044* 

 
伸展陰茎長は、内分泌学的異常を認める症例
では 88.0±19.7mm であり、内分泌学異常を
認めない症例の115.7±23.7mmと比較して有
意に短かった(p=0.036)。 
尿道下裂の重症度に着目すると、高度尿道下
裂例では 97.6±20.2mm であり、軽度尿道下
裂症例の128.6±19.6mmと比較して有意に短
かった(p=0.001>)。内分泌学的異常を認めな
い症例に限ってみても、高度尿道下裂例では
102.5±19.2mm であり、軽度尿道下裂症例の
129.9±19.9mm と比較して有意に短かった
(p=0.004)。 
 
以上の結果から、尿道下裂症例の思春期以降
の陰茎長に影響を与えている因子は、尿道下
裂の重症度と思春期以降の内分泌異常であ
ることが示された。すなわち、尿道下裂は単
なる尿道の発生異常のみではなく、陰茎の発
生異常も呈していると考えられた。 
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